
名古屋三河道路

（西知多道路～名豊道路区間）

第１回 構想段階評価

愛知県建設局

令和４年１２月１４日



目 次

１.構想段階評価手続きの進め方（案） ・・・・・・ 2

２.これまでの検討状況 ・・・・・・ 5

３.地域の状況 ・・・・・・ 7

４.道路交通の現状と課題 ・・・・・・ 15

５.政策目標（案）の設定 ・・・・・・ 23

６.地域からの意見聴取方法（案） ・・・・・・ 28

P1



１.構想段階評価手続きの進め方（案）
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１.構想段階評価手続きの進め方（案） 1-1）評価対象区間

評価対象区間は、名古屋三河道路のうち、⻄知多道路から名豊道路を結ぶ区間とする。

P3

【名古屋三河道路の評価対象区間】

高規格道路等

一般国道

供用中 事業中



１.構想段階評価手続きの進め方（案） 1-2）構想段階評価手続きの進め方（案）

令和3年度
第1回

名古屋都市圏
環状機能検討会

第1回
有識者委員会

意見聴取
第2回

有識者委員会
意見聴取

第3回
有識者委員会

対
応
方
針
の
決
定
（
概
略
ル
ー
ト
、
構
造
）

〔検討結果〕
 名古屋三河道路の

概略ルート・構造
の検討に着手

 西知多道路～国
道23号名豊道路を
当面の優先整備区
間に設定し、路線
検討は県が実施

〔議題〕
 構想段階評価

手続きの進め方（案）
 これまでの検討状況
 地域の状況
 道路交通の現状

と課題
 政策目標（案）の

設定
 意見聴取方法

（案）

◆意見聴取内容
○ 地域の課題
○ 政策目標（案）

◆意見聴取方法
《ﾋｱﾘﾝｸﾞ･ｱﾝｹｰﾄ》
対象者：沿線自治体

団体代表者
地域住民
企業 等

〔議題〕
 意見聴取結果

 政策目標の設定
 複数案の設定
 評価項目の設定
 意見聴取方法

（案）

◆意見聴取内容
○ 複数案選定時

に重視する項
目

◆意見聴取方法
《ﾋｱﾘﾝｸﾞ･ｱﾝｹｰﾄ》
対象者：沿線自治体

団体代表者
地域住民
企業 等

〔議題〕
 意見聴取結果

 地域意見を踏ま
えた整備方針

 対応方針（案）の
検討
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R4 . 3 . 4
今回

R4 .12 . 14
＜構想段階評価手続きの進め方＞

（
構
想
段
階
評
価
）

有識者委員会



２.これまでの検討状況
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２.これまでの検討状況

２０１９年１２⽉に名古屋都市圏環状機能検討会により名古屋都市圏環状機能強化の検討に着⼿。
２０２２年３⽉に開催した令和３年度名古屋都市圏環状機能検討会において、名古屋都市圏の道路ネットワークの今後

の方向性をとりまとめ、名古屋三河道路の概略ルート・構造の検討に着⼿することを公表。
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出典︓2022.3.4「令和３年度名古屋都市圏環状機能検討会」 記者発表資料（抜粋）



３.地域の状況
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３.地域の状況 3-1）道路ネットワークの整備状況

愛知県では、東名⾼速道路、新東名⾼速道路、伊勢湾岸⾃動⾞道等の⾼速道路に加え、知多半島道路および整備中の
⻄知多道路や名豊道路など、名古屋市からの放射道路となる⾼規格道路ネットワークが発達。

環状軸としては、２０２１年５⽉に名古屋第⼆環状⾃動⾞道が完成したほか、隣接県において東海環状⾃動⾞道の整備
が進められている。
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※新広域道路交通計画(2021.3)をもとに、2022.12時点の県内道路状況等を反映したもの

名古屋港
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伊勢湾岸自動車道
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愛知県幹線道路網図
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３.地域の状況 3-2）人口

知多・⻄三河南部地域は、愛知県の人口の約23％を占め、特に地域の北側に⼈⼝密度が⾼い区域が多く存在している。
年齢階層別⼈⼝では、⽣産年齢人口・年少人口割合が全国や県内平均に比べ高い。
名古屋三河道路沿線では30年後でも人口増が⾒込まれる区域が多く、県内人口に占める割合はさらに高まると推測される。

【人口増減（予測値）】

〈2015年に対する2050年の総人口の伸び率〉

出典︓RESAS地域経済分析システム
国⼟交通省「メッシュ別将来⼈⼝推計（2018年推計）」

30年後も⼈⼝増加が⾒込まれる
区域が多数存在

※知多地域：半田市、常滑市、東海市、大府市、知多市、阿久比町、東浦町、南知多町、美浜町、武豊町
西三河南部地域：碧南市、刈谷市、安城市、知立市、高浜市、岡崎市、西尾市、幸田町

〈年齢区分別⼈⼝の比較〉

愛知県全体全国 知多・⻄三河南部地域

11.9％ 13.0％ 14.1％

59.5％ 61.7％ 62.4％

28.6％ 25.3％ 23.6％

全国や愛知県に比べて⾼い

⽼年
⼈⼝

生産
年齢
⼈⼝

年少
⼈⼝

資料︓2020国勢調査
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〈⼈⼝密度〉

【知多・西三河南部地域の人口】

資料︓国勢調査、⽇本の地域別将来推計⼈⼝（2018年推計）(国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所)

〈県内における知多・⻄三河南部地域の
⼈⼝構成の推移〉

知多・⻄三河南部地域の⼈⼝
は、愛知県全体の約23％

21%

22%

23%

24%

25%

H2 H7 H12 H17 H22 H27 R2 R7 R12 R17 R22 R27

愛
知
県
人
口
に
対
す
る
知
多
・
西
三
河
南
部

地
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人
口
の
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合

実績値 推計値

県内⼈⼝に占める知多・⻄三河南部
地域の割合は、今後も増加

N

N

資料︓2020国勢調査

知多・西三河南部地域
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３.地域の状況 3-3）地域の交通流動
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知多・⻄三河南部地域を発着する交通流動は県全体の約３割を占めており、さらに他地域よりも伸び率が高い。
 そのなかで、多くの交通が知多⇔⻄三河南部間の相互移動により、境川・⾐浦港を通過している。

【地域別自動車
発生集中量の伸び率（2015） 】

資料︓全国道路・街路交通情勢調査(2015)

1.09
知多・⻄三河南部地域
の伸び率が最も⼤きい

【県内自動車ODに対する
地域別自動車発生集中量構成（2015）】

※H17＝1.0として集計

知多・⻄三
河南部地域
は県全体の

約３割

資料︓全国道路・
街路交通情勢調査(2015)

知多・
西三河南部

地域
26.8％

名古屋市
23.6％

県内他地域
49.6％

合計2,040万台
トリップエンド/日

【知多および西三河南部地域を起終点とする自動車交通流動（2015）】
〈全車種(うち大型車)〉

資料︓全国道路・街路交通情勢調査(2015)

トリップ数 （百台トリップ/日）

-200
200-300
300-500
500-1000

1000-

N

IC/SIC
JCT

尾張
西部

175
（59）

830
（97）

275
（63）

53
（25）

尾張
東部

190
（62）

知多〜⻄三河南部地域間の
移動が１０万台／⽇以上

高規格道路等

一般国道

供用中 事業中

1,290
（152）

162
（51）

1,776
（202）

760
（101）

521
（52） 西三河

北部

西三河
南部

知多

東三河

1,115
（132）

境
川

名古屋

名古屋港

中部
国際
空港
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岡崎市
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阿久比町

東浦町

半田市
碧南市

⾼浜市

知⽴市
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⻄尾市

幸田町

【知多・西三河南部地域周辺の工場等立地状況】
名古屋港（完成自動車の積み込み）

所在地 刈谷市半城土町地内

開発面積 約58ha
(先行開発約14.9ha)

整備方針 新たな産業集積を
促す拠点的な工業
団地の創出

刈谷市依佐美地区

３.地域の状況 3-4）地域経済

知多・⻄三河南部地域は、一つの都道府県を上回る製造品出荷額等を稼ぎ出しているほか、てん茶や⽡の生産も盛んであ
り、全国有数の産業集積地として日本を支えている。

現在も企業誘致等が進み、今後も更なる発展が期待される。
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⼯場⽴地箇所数の伸びは、
全国平均値等を上回る⾼い伸び

出典︓⼯場⽴地動向調査(2022)

【知多・⻄三河地域の特産品】

【工場立地箇所数の伸び】中部
国際
空港

衣浦港

名古屋港

豊橋市

新東名高速道路

伊勢湾岸⾃動⾞道

自動車産業を
はじめ多様な
業種の工場が
集積

至大阪

至東京

名古屋駅

名古屋空港

三河港

IC/SIC
JCT

⾃動⾞
鋼鉄
電気機械
その他
分譲・開発・構想中の⼯業団地

航空宇宙
⼯作機械
エネルギー

業種別主要工場
(敷地面積10ha以上)

てん茶
全国4位の生産量
を誇る

窯業
全国1位の生産量
を誇る瓦や常滑焼
が名産

自動車
世界に業績を誇る
自動車関連産業

出典︓2020年⼯業統計表（経済産業省）

【製造品出荷額等のランキング（上位10都道府県）】

知
多
・

西
三
河

南
部
地
域

愛知県はモノづくり日本一
このうち知多・⻄三河南部地域は約4割を占め、

全国２位の神奈川県をも上回る産業集積地

約45兆円

高規格道路等

一般国道

供用中 事業中



３.地域の状況 3-5）名古屋港・中部国際空港
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中部国際空港

知多･⻄三河南部
地域発着が約2割

【名古屋港発着の貨物交通状況】 【中部国際空港の利用実績】

名古屋港

完成⾃動⾞の輸出
年間110万台出荷
出典︓2020年名古屋税関 豊橋税関支署発表資料

LCC向け新ターミナルビル

（2019年）

新たな複合商業施設

「FLIGHT OF DREAMS」2018年

セントレアホテルの新棟

「Pacific Side」 2018年
愛知県国際展示場

「Aichi Sky Expo」

（2019年）

新ターミナルビルや国際展示場など、
国際拠点空港としての機能強化が図られている

出典︓中部国際空港株式会社HP
【中部国際空港の整備状況】

項目 データ 2位 3位
総取扱貨物量 1億6,855万トン 千葉港 苫小牧港
輸出額 10兆4,138億円 横浜港 東京港
貿易差引額 6兆978億円 神⼾港 横浜港
自動車輸出台数 111万台 三河港 横浜港

【名古屋港の全国一位】

出典︓名古屋港HP(2020年港湾統計)

中部国際空港の
⼆本⽬滑⾛路の整備を推進

Ｂ
滑
走
路

Ａ
滑
走
路

出典︓中部国際空港の
将来構想より抜粋・
一部加⼯

中部国際空港

衣浦港

【名古屋港発着の貨物交通内訳】

知多・西三河
南部地域
22％

西三河北部
7％

名古屋
29％東三河

2％

尾張西部
11％

尾張東部
5％

岐阜県以北
6％

三重県
10％

近畿以西
4％

静岡県以東
4％

名古屋港計
89,658

台トリップ/日

出典︓全国道路・街路交通情勢調査(2015)

名古屋港は、輸出額・貿易収⽀・取扱貨物量等で全国１位となるなど、日本の経済・物流を支えており、その貨物交通の
うち、知多・⻄三河南部地域が約２割を占めている。

中部国際空港は、新型コロナ感染症の影響前まで旅客機の発着回数や国際貨物取扱量が増加傾向にあることに加え、新
ターミナルビルや国際会議場などが近年整備されたほか、第⼆滑⾛路の整備の取組も推進しており、国際拠点空港としての機
能強化が図られている。

旅客機の発着回数と国際貨物取
扱量がともに増加

新型コロナ
拡⼤



３.地域の状況 3-6）観光
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知多・⻄三河南部地域には、岡崎城をはじめとして多様な観光施設が広く分布し、観光⼊込客数は年間6,170万⼈で愛知
県全体の観光入込客数の約4割を占めており、観光消費額のうち、訪⽇外国⼈の占める割合が⼤きい。

【知多・西三河南部地域における観光施設】

出典︓愛知県の観光情報サイト「Aichi NOW」
OFIICIAL SITE FOR TOURISM AICHI

【県内の観光客数 (地域別)】

出典︓観光レクリエーション利用者統計2019年(愛知県)
於⼤の方も愛した阿久比

の幻の花 “花かつみ”

ユネスコ無形文化遺産
半田の潮干祭 全国トップクラスの

生産量⻄尾市一⾊産うなぎ
三州⽡の生産⽇本一

⾼浜の巨⼤⻤⽡

徳川家康が生まれた城
岡崎城

徳川家康の実⺟
「於⼤の方」
生誕の地東浦町

四季折々の花と緑が
楽しめる安城のデンパーク

知多・⻄三河
南部地域

年間
6,170万人
(愛知県全体の

約4割）

※四捨五⼊により数字が合わない場合がある

【県内の観光消費額の内訳】

歴史・文化
⾃然・アクティビティ
技術・産業観光
スポーツツーリズム

愛知県内一の本数を誇る
知多の佐布⾥池梅まつり

楽しみながら農業と触れ合う
碧南あおいパーク

IC/SIC
JCT

幸田文化公園の
しだれ桜まつり

歌舞伎絵や武者
をかたどった
刈谷万燈祭

0% 20% 40% 60% 80% 100%

138,619
(82.5%)

2,299
(72.7%)

29,381
(17.5%)

862 
(27.3%)愛知県内

全国

訪⽇外国⼈ ⽇本⼈

注）消費額は、以下の⾦額を⽰す。
⽇本⼈︓宿泊旅⾏の旅⾏中の消費額，
訪⽇外国⼈︓観光・レジャー目的の訪⽇に関する消費額

出典︓旅⾏・観光消費動向調査2018，訪⽇外国⼈消費動向調査2018

（単位︓億円）

愛知県内の観光消費額のうち、
訪日外国人の占める割合が大きい

N

中部国際空港

高規格道路等

一般国道

供用中 事業中



３.地域の概況 3-7）地形・災害
P14

知多・⻄三河南部地域の東側では平野部が広がるほか、沿岸部や主要河川の周辺では海抜ゼロメートル地帯が存在する。
 そのため、災害被害は甚⼤傾向にあり、南海トラフ地震での被害想定（死者数）は、県全体の約4割※と予測されている。
特に、境川・衣浦港周辺では内陸部まで津波による浸⽔が想定されている。
 また、主要河川の周辺では広範囲な洪⽔被害が想定されている。

出典︓2011年度〜2013年度 愛知県東海地震・東南海地震・
南海地震等被害予測調査結果（愛知県防災会議地震部会）

※過去地震参考モデル（陸側ケース（冬・深夜発生）の場合）

人口

被害
想定

知多・
⻄三河南部

知多・
⻄三河南部

県内でも特に被害が大きい

南海トラフ地震による
津波最⼤浸水想定

〜0.3m
0.3〜0.5m
0.5~1.0m
1.0〜3.0m
3.0〜5.0m
5.0〜10.0m
10.0〜20.0m
20.0m〜

【南海トラフ地震の被害想定(津波)】

内陸域まで
津波浸⽔

【地形状況】

刈谷市

安城市 岡崎市

東浦町

阿久比町

東海市

知多市

常滑市

⻄尾市

高浜市

碧南市
半田市

美浜町

南知多町

武豊町

標⾼

境川・⾐浦港は、周辺河川に
⽐べ、より上流側まで低地が存在

主な河川と、河⼝(衣浦港の⼊り
⼝)から海抜ゼロメートル地帯まで
の距離

出典︓国⼟地理院地図

ゼロメートル
地帯

【南海トラフ地震の被害想定（死者数）】

ゼロメートル
地帯

【洪水想定区域（想定最大規模）】

(11,440人)

(県全体死者数
29,000人)

境
川→

出典︓国交省HP「重ねるハザードマップ」

主要河川の周辺では
洪⽔被害が想定される

洪水想定
〜0.3m
0.3〜0.5m
0.5~1.0m
1.0〜3.0m
3.0〜5.0m
5.0〜10.0m
10.0〜20.0m
20.0m〜

【洪水想定区域（想定最大規模）】



４.道路交通の現状と課題

P15
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23
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４.道路交通の現状と課題 4-1）産業の活性化(物流)
P16

名古屋港や周辺の生産拠点と、内陸の生産拠点とを結ぶ物流ルート上には混雑時に著しく速度低下する区間があり、時間
帯によって渋滞が発⽣している。

名古屋港までの距離に対し移動時間を多く要しており、⽴地する⼯場等において生産性が低下する要因となる。

出典︓2019年度ヒアリング結果

▼事業者の声(輸送用機械)

名古屋港への輸送ルートである
伊勢湾岸道が通⾏⽌めになると、
国道23号の渋滞がひどくなります。
名古屋三河道路は強いバイパスとして

期待できます。

【名古屋港からの所要時間圏域と
主要工場・工業団地開発計画の分布】

出典︓全国道路・街路交通情勢調査(2015)

名古屋港

名古屋港等

原材料・部品 部品⽣産工場
⽣産工場

⽬指す方向性として・・・
■災害時・事故等のリスク軽減
■拠点間のリードタイムの短縮
■時間信頼性の向上

サプライヤー

【主要産業のサプライチェーン】

参考︓愛知県港湾物流ビジョンより作成

⽴地条件に⽐べ、名古屋
港まで時間を要する工場･

工業団地が多く存在

⾼規格道路の
空白地帯

自動車
鋼鉄
電気機械
その他
開発中・構想中の工業団地

航空宇宙
工作機械
エネルギー

業種別主要工場
(敷地面積10ha以上)

IC/SIC
JCT

～10分
～20分
～30分
～40分
～50分
～60分
～90分
～120分
120分～

名古屋港からの
所要時間圏域

※目的地は250m
メッシュ単位で集計

高規格道路等

一般国道

供用中 事業中

【沿線の産業における物流ルートの事例】
N

名古屋港

23

23

1

旅⾏速度の
差が大きい

製品

名古屋港へ連絡する
高規格のアクセス道路が不⾜

【主要産業のサプライチェーン】

物流ルート

材料

▼事業者の声(⽣産用機械)

名古屋港からの材料搬送の際、
国道23号の上重原付近や
伊勢湾岸道との接続部で
渋滞に巻き込まれることが多いです。

出典︓全国道路・街路交通
情勢調査(2015)

国道23号における
非混雑時旅行速度と
混雑時旅行速度の差

：～10km/h
：10～20km/h
：20km/h～



４.道路交通の現状と課題 4-1）産業の活性化(観光・中部国際空港アクセス)
P17

23

23

123

中部国際空港と⻄三河南部地域間のアクセス性が悪く、周遊観光の支障となることに加え、地域住⺠や沿線企業の空港利
用に課題がある。

中部国際空港から⼊国した訪⽇外国⼈のバス利用者数は増加傾向にある一方で、中部国際空港から東方向への
アクセス性が低く、高速バスの運⾏ルートにも迂回が⽣じている。

【中部国際空港からの時間圏】

歴史・文化
⾃然・アクティビティ
技術・産業観光
スポーツツーリズム

中部国際空港

出典︓全国道路・街路交通情勢調査(2015)

知多地域

IC/SIC
JCT

現在の運行経路では乗務員やお客様も大回りしていると
感じています。また、高速道路での事故渋滞発生時の迂回選
択肢が少ないのが実情です。名古屋三河道路を新たな
運行経路として検討したいです。 （高速バス事業者）

⾼速バスの
運⾏ルート

移動に迂回が必要

中部国際空港と
⻄三河南部地域
とのアクセス性が低い

【事業者の声】

〜10分
〜20分
〜30分
〜40分
〜50分
〜60分
〜90分
〜120分
120分〜

中部国際空港
との所要時間

※目的地は250m
メッシュ単位で集計

【中部国際空港から入国した訪日外国人のバス利用者数の
変化(2014→2019年)】

県内

岐阜

北陸
甲信越

静岡

関東以東

三重

近畿以⻄
2.6倍

3.6倍

中部国際空港3.2倍 2.6倍

6.8倍
8.2倍

国⼟交通省「訪⽇外国⼈流動データ」より作成

中部国際空港を利用する訪日外国人の
バス利用は増加傾向

1.1倍

高規格道路等

一般国道

供用中 事業中

N

西三河南部地域

10km

20km

30km

40km

2019年度 愛知県ヒアリング結果

作業で必要な緊急性の高い部品を中部国際空港を通じて空輸
することがあります。輸送路としては、国道23 号の依存度が
高いため、国道23号が事故等で渋滞すると配送に遅れが発生
します。 （製造業者）

伊勢湾岸自動車道



４.道路交通の現状と課題 4-2）道路ネットワーク
P18

【知多・西三河南部地域の道路における交差点密度】

＜信号交差点密度(箇所/km)＞
︓３.0未満
︓３.0以上

※⾼規格道路は で表⽰

出典︓全国道路・街路交通情勢調査(2015)

境川・衣浦港では、橋梁等の数・⾞線数ともに、他の主要河川に比べ少ない。
特に境川・衣浦港を渡る道路の周辺で信号交差点の密度が⾼くなっている。

衣浦大橋

N

1.61 1.66

2.18

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

【信号交差点密度の比較】
（箇所/km）

出典︓全国道路・街路交通情勢調査(2015)

境川・衣浦港隣接市町︓⼤府市、刈谷市、東浦町、⾼浜市、
半田市、碧南市、武豊町

（知多･⻄三河南部地域のうち境川・衣浦港に隣接する市町を対象とした。）

境川周辺は
信号交差点密度が高い

知多・⻄三河
南部地域

境川・衣浦港
隣接市町

愛知県

【主要河川の河口※1から上流へ
20km範囲の橋梁等※2および車線の数】

他の主要河川と⽐較
して、境川・⾐浦港は
橋梁等が少ない

河川名 橋梁等の数 ⾞線数

境川・⾐浦港 5 16
⽇光川 25 63

矢作川 9 22

天白川 22 88

庄内川 15 68

※2境川の橋梁・⾞線数は衣浦トンネルを含む
※1境川・矢作川は、衣浦港⼊り⼝からの距離を算出

平成大橋

特に境川・⾐浦港を
渡る橋梁周辺の信号
交差点密度が高い

伊勢湾岸自動車道



４.道路交通の現状と課題 4-3）交通渋滞・混雑
P19

知多〜⻄三河南部における地域間移動の交通需要が⼤きい一方、東⻄交通を分担する規格の高い道路が少ない。
 また周辺道路の信号交差点密度が⾼いことに加え、橋梁に交通が集中する等の理由により、境川・⾐浦港周辺で交通混雑

が頻発している。

①主要地方道知⽴東浦線（平成大橋） ② 国道247号（⾐浦大橋）

出典︓全国道路・街路交通情勢調査(2015)

東⻄交通を分担する
規格の高い道路が少ない

【各地域間の交通流動】

8301,290

西三河
南部

知多 1,115

名古屋

(単位:百台/日)

境
川

・
衣
浦
港

【境川・衣浦港周辺における交通状況】

1

23
153

橋梁の周辺で
渋滞や速度低下

が多く発⽣

1

２
衣浦大橋

平成大橋

IC/SIC
JCT

主要渋滞箇所（交差点）
主要渋滞区間（単路）N

高規格道路等
供用中 事業中

非混雑時旅行速度と
混雑時旅行速度の差

：10～20km/h
：20km/h～

出典︓愛知県道路交通渋滞対策推進協議会 主要渋滞箇所（一般道）、全国道路・街路交通情勢調査(2015)

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

【境川・衣浦港の
主要橋梁周辺の交通量】

平成大橋

⾐浦大橋

⻄側 東側

出典︓全国道路・街路交通情勢調査(2015)

橋梁部において
交通が集中

県道46号

県道47号

県道23号 県道24号

県道51号

境川・衣浦港

伊勢湾岸自動車道

西
知
多
道
路



４.道路交通の現状と課題 4-4）交通事故
P20

境川・衣浦港に隣接する地域では、特に信号交差点の密度が⾼く、かつ橋梁部で交通が輻輳しており、死傷事故率が高い区
間が集中する。 特に事故全体数に占める交差点における事故の割合が高い。

【対象地域の死傷事故率（県内順位）】 【死傷事故率の比較】

N

境川・⾐浦港の周辺で
特に死傷事故率の高い

路線が集中している

死傷事故率（県内順位）
︓上位20％以内
︓上位20〜40％

※交通量が1〜5万台/⽇の区間のみを表⽰

※⾼規格道路は で表⽰

名豊道路

出典︓交通事故統計データ(2017〜2020)

【死傷事故率の比較】

出典︓交通事故統計データ(2017〜2020)

死傷事故率は県内平均と
⽐べ高く、特に交差点での

事故割合が高い

交差点での
事故割合(%)

0.0

20.0

40.0

60.0

愛知県
(名古屋市除く)

知多・⻄三河
南部地域

境川・衣浦港
隣接市町

43.7
46.7

27.3
%

48.3
%

死傷事故率
(件/億台・km)

0.0

20.0

40.0

60.0

19.0
%

伊勢湾岸自動車道



４.道路交通の現状と課題 4-5）災害への備え
P21

名古屋都市圏の環状軸を形成する東海環状と名⼆環は、伊勢湾岸⾃動⾞道で重複。
⼤規模災害等への備えとして、伊勢湾岸⾃動⾞とのダブルネットワークを形成する強靱な道路ネットワークの構築が必要。

【凡例】
⾼規格道路

⾼規格幹線道路
⾼規格道路
(⾼規格幹線道路以外)
主な調査路線

至

関
東
方
面

至

関
西
方
面

至 北陸圏

名古屋港

中部国際空港

四日市港

名古屋空港一宮JCT

環状軸
⇒伊勢湾岸⾃動⾞道は、

東環及び名⼆環の重複区間

首都圏

北陸圏

⻑野県岐阜県

石川県

富山県

静岡県

三重県

愛知県

山梨県

福井県

中部圏

新東名高速道路

中部縦貫⾃動⾞道

中央⾃動⾞道

名神高速道路

名阪国道

伏木富山港

⾦沢港

三河港

四日市港

⾐浦港

中部国際空港

津松阪港

御前崎港

富士山静岡空港

清⽔港

田子の浦港

名古屋空港

松本港

【国⼟軸・環状軸としての道路ネットワーク】

※2022.3 令和３年度第１回名古屋都市圏環状機能検討会資料を一部抜粋・加⼯

新名神高速道路

高
規
格
道
路

供用中

事業中

調査中

一
般
広
域
道
路

供用中

事業中

調査中

構想路線

中部圏と隣接圏域結ぶ
主な⾼規格道路（国⼟軸）

中部圏の主な環状軸

名古屋港

この区間が被災した場合
環状軸や国⼟軸の機能が

大きく低下する

伊勢湾岸⾃動⾞道

名⼆環



４.道路交通の現状と課題 4-5）災害への備え
P22

境川周辺では内陸部まで津波浸水被害が想定されており、橋梁部周辺で道路ネットワークが寸断される可能性がある。
被災時に東⻄方向の交通機能が大幅に低下することになり、⽀援物資の輸送や、企業の事業継続に⽀障が生じる。

【南海トラフ地震における津波の最大浸⽔深と道路の浸⽔想定】【南海トラフ地震における津波の最大浸⽔深と道路の浸⽔想定】

出典︓国交省HP「重ねるハザードマップ」

IC/SIC
JCT

事業者の声
⻄三河地域に⼯場が集中しており、
地震等の被災時におけるバック
アップ⽣産体制が必要
（⾃動⾞部品メーカー）

(2021年度アンケート調査）

南海トラフ地震による
津波最⼤浸水想定

〜0.3m
0.3〜0.5m
0.5~1.0m
1.0〜3.0m
3.0〜5.0m
5.0〜10.0m
10.0〜20.0m
20.0m〜

境川・⾐浦港周辺で津波による浸⽔が発⽣し、
道路ネットワークが寸断される可能性がある

衣浦大橋

平成大橋

平成大橋

東⻄方向の交通機能が低下

伊勢湾岸自動車道

浸水想定区間
⾼規格道路等
1次緊急輸送道路
2次緊急輸送道路
重要物流道路
主要⼯場
(敷地面積10ha以上)



５.政策目標（案）の設定

P23



５.政策目標（案）の設定 5-1）地域の将来像
P24

あいちビジョン 2030 ≪2020.11≫

広域幹線道路ネット
ワークの整備

・リニア中央新幹線が開業する名古屋駅、国際交流の⽞関⼝となる
中部国際空港や名古屋港等の港湾などの交流拠点、圏域内の中
核都市、産業集積地域、観光拠点などの相互の交流を活性化して
いくための道路ネットワークとして、名豊道路、⻄知多道路の整備を
促進するとともに、名岐道路、浜松三ヶ⽇・豊橋道路（仮称）の早
期実現、一宮⻄港道路、名古屋三河道路の計画の早期具体化
に向けた取組を推進

愛
知
県

市

町

※市町の上位計画は、名古屋三河道路や広域道路に⾔及のある計画を抽出している

第三次安城市都市計画マスタープラン ≪2019.2≫安
城
市

工業都市としての特⻑を活か
した活⼒あふれる都市づくり

・ 製造業をはじめとした既存産業の振興や、さらなる産
業集積を促進するために新たな産業用地を創出し、
周辺住宅地との環境の調和を図る

災害に強い安全・安心な都
市づくり

・⼤規模な⾃然災害などに対し、防災上危険な地区
において道路や公園などの都市基盤整備を進め、
戦略的に水や緑の空間を確保する

第三次刈谷市都市計画マスタープラン≪2011.3≫

刈
谷
市

東
浦
町

誰もが使いやすく快適な交通
体系の整備

・東⻄を連絡する幹線道路の整備促進による東浦知
多ICの拠点性を活用した地域の産業振興に繋が
る道路ネットワークの構築、渋滞緩和 等

東浦町都市計画マスタープラン ≪2020.3≫

知
多
市

産業・交流
(都)⻄知多道路等の広域
交通を⽣かした人が集まる
場・働く場が確保された都市

・ (都)⻄知多道路インター周辺では広域交通の利便
性を⽣かした新たな交流拠点の形成や産業の強化

・新舞⼦の海辺や佐布⾥池の水辺、⾥山、岡田地区
の歴史的建造物等の⾃然環境・観光資源を生かし
た市⺠交流や来訪者の交流の場の充実

知多市都市計画マスタープラン ≪2021.3≫

市

町

碧
南
市

社会経済活動や人・モノの
対流を支える主要幹線道路
の整備を進めます

・ 衣浦臨海⼯業地帯から豊田市の内陸⼯業地帯まで
を結び、高規格道路の伊勢湾岸⾃動⾞道等へアク
セスする等、地域の産業基盤を強化

・中部国際空港、衣浦港、三河港等の広域交流・物
流拠点を結び、知多地域と三河地域の連携を強化

碧南市都市計画マスタープラン ≪2019.10≫

高
浜
市 広域連携軸

・ 名古屋市や知多半島、⻄三河地域の諸都市へ
の広域的な連携機能を担う動線を「広域連携
軸」として位置づけ

高浜市都市計画マスタープラン ≪2022.4≫

知
立
市

利用しやすい交通ネット
ワークの形成

・ 快適で安全な道路空間の形成とともに、市内のど
こからでも中心拠点にアクセスしやすく、広域的な
移動も支援する公共交通ネットワークの形成

知⽴市都市計画マスタープラン ≪2020.3≫

東
海
市

東海市都市計画マスタープラン ≪2011.3≫

大
府
市

にぎわいと活気に満ちた
『活⼒都市』

・産業機能の集積強化、新たな⽴地需要に応える
産業用地・住宅用地の確保、活発な産業活動
を支える道路網の形成及び広域交流・市⺠交
流をはじめとした多様な交流の促進

大府市都市計画マスタープラン ≪2020.3≫

半
田
市

活発な経済活動により人・
物が盛んに対流する都市
づくり

・多様な既存産業の振興を図りながら、広域交通
の利便性を活かした新たな産業の集積につながる
企業誘致を進め、人・物が盛んに対流する都市

半田市都市計画マスタープラン ≪2021.3≫

阿
久
比
町

滞留・交流を促し、新たな
活⼒を⽣み出す産業環境
の形成

・知多半島道路の広域交通利便性を活かした新
たな産業の誘致や観光･交流拠点の形成を図る

・既存産業基盤の維持･強化を図るほか、地域⾃
然環境や歴史･文化資源を活かした観光･交流
の促進を図る

阿久⽐町都市計画マスタープラン ≪2021.3≫

常
滑
市

常滑市都市計画マスタープラン ≪2020.6≫

世界に開かれた交流と成
⻑を支え、感動を⽣む都
市

・空港島及び空港対岸部のりんくう地区における国
際・広域交流拠点の形成

・産業活動や広域・観光交流を支える道路網の
形成

活⼒を⽣み、持続的な発
展を支える都市づくり

・広域交通体系による利便性を生かして、新たな
産業・物流拠点や都市拠点と連携した広域交
流拠点の形成

活きる⼒をつくる 都市活⼒
・ 産業を活性化する、物流等産業活動の円滑化に資

する広域的道路網、及び多⾞線道路ネットワークの
形成



５.政策目標（案）の設定 5-2）政策目標（案）
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②交通円滑化

〇知多・西三河南部地域の交通
需要を分担する規格の高い道
路が少ない

〇境川・衣浦港を渡る道路が不
足していることに加え、周辺
の信号交差点密度が高い

②【渋滞】～交通渋滞・混雑～
〇境川・衣浦港周辺で交通混雑が頻発

③交通事故の減少

課題 原因 政策目標（案）

④災害時にも機能する信頼
性の高い道路ネットワー
クの構築

〇内陸部に至る津波浸水等によ
り、既存道路ネットワークが
寸断される可能性がある

〇伊勢湾岸自動車道が被災した
際には、広域道路ネットワー
クの機能が大きく低下する

〇境川・衣浦港周辺を渡る道路
が不足していることに加え、
周辺の信号交差点密度が高く、
一部の道路に交通が集中する

④【防災】～災害への備え～

〇地震災害時、支援物資の輸送や沿線
企業の事業継続が困難になる恐れ

③【安全】～交通安全～

○境川・衣浦港周辺において、死傷事
故率が高い区間が集中し、特に交差
点での事故割合が高い

①定時性・速達性の向上に
よる物流網の信頼性確保
と交流域の拡大

〇西三河南部地域から名古屋港
や中部国際空港へ最短経路で
結ぶ規格の高い道路がない

①【産業】～産業の活性化～
〇西三河南部地域から名古屋港・中部
国際空港等までのアクセス性が悪い



５.政策目標（案）の設定 5-2）政策目標（案）
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産業 定時性・速達性の向上による物流網の
信頼性確保と交流域の拡⼤

【現状と課題】
・知多地域と⻄三河南部地域を直接東⻄に結ぶ規格の
⾼い道路が不⾜

・⻄三河南部地域と名古屋港や周辺の生産拠点間の
アクセス性が悪い

渋滞 交通の円滑化

【現状と課題】
・知多ー⻄三河南部地域間において、多くの交通流動が
あるものの、境川・衣浦港を渡る橋梁等が不⾜してお
り、一部の道路に交通が集中するため、交通混雑が頻発

《物流ルートの事例》
N

名古屋港

23

23

1

旅⾏速度の
差が大きい

知多－⻄三河南部地域
を連絡する

高規格道路が不⾜

物流ルート

国道23号における
非混雑時旅行速度と
混雑時旅行速度の差

：10～20km/h
：20km/h～

中部国際
空港

《境川・衣浦港周辺における交通状況》

247

1

155

23

419

橋梁の周辺
で渋滞や速度低下

が多く発⽣

衣浦大橋

平成大橋

N

主要渋滞箇所
（交差点）

主要渋滞区間
（単路）

非混雑時旅行速度と
混雑時旅行速度の差

：10～20km/h
：20km/h～

高規格道路等

供用中 事業中

IC/SIC
JCT

伊勢湾岸自動車道

東⻄に渡る橋梁等
が少ない

伊勢湾岸自動車道



５.政策目標（案）の設定 5-2）政策目標（案）
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防災 災害時にも機能する信頼性の⾼い道路
ネットワークの構築

【課題】
・境川・衣浦港周辺では一般道路における信号交差点の
密度が⾼く、橋梁付近で交通が輻輳している。

・死傷事故率が⾼い区間が集中しており、特に交差点にお
ける事故割合が⾼い。

安全 交通事故の減少

《南海トラフ地震における津波の最大浸⽔深と道路の浸⽔想定》

【課題】
・津波浸水等により道路ネットワークが寸断され、⽀援物資の
輸送や企業の事業継続が困難となる恐れ。

・伊勢湾岸⾃動⾞道が被災した場合、広域道路ネットワーク
の機能が⼤きく低下する

《死傷事故率》
N

死傷事故率（県内順位）
︓上位20％以内
︓上位20〜40％

※交通量が1〜5万台/⽇の区間のみを表⽰

境川・⾐浦港の周辺で
特に死傷事故率の高い

路線が集中している

災害時、道路ネットワークが寸断され、
東⻄方向の交通機能が大幅に低下する

南海トラフ地震による
津波最⼤浸水想定

〜0.3m
0.3〜0.5m
0.5~1.0m
1.0〜3.0m
3.0〜5.0m
5.0〜10.0m
10.0〜20.0m
20.0m〜

浸水想定区間
⾼規格道路等
1次緊急輸送道路
2次緊急輸送道路
重要物流道路



６.地域の意見聴取方法（案）
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６.地域の意見聴取方法（案） 6-1）意見聴取の概要とアンケートの配布範囲
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周知方法︓記者発表、ポスター掲⽰
県、沿線・周辺地域地方公共団体HPへのバナー貼り付け、市町広報誌

期 間︓約２ヶ⽉

【意見聴取（1回目）の概要】

大府PA

阿久比PA

伊勢湾岸自動車道

知
多
半
島
道
路

西
知
多
道
路

道の駅 デンパーク安城

道の駅 筆柿の里・幸田

道の駅 藤川宿

道の駅 にしお岡ノ山

1

1

155

155

419

247

247

23

248

473

366

対象地域

N

評価対象区間

西知多道路～
名豊道路区間

名古屋三河道路

区
分 調査 対象

住
民
／
道
路
利
用
者

住⺠
アンケート

調査
（郵送）

・対象区間に隣接する12市町より無作為抽出※

（刈谷市、安城市、碧南市、⾼浜市、知⽴市、知多市、
東海市、⼤府市、半田市、常滑市、東浦町、阿久比町）

※合計配布数︓約83,000世帯

アンケート
調査

・市役所・公共施設の利用者
・道の駅、SA/PA、中部国際空港の利用者
・県HPへのWEBアンケートページの設置

オープンハウス ・公共施設・商業施設利用者

各
種
団
体

ヒアリング
調査

・地方公共団体(刈谷市、安城市、碧南市、⾼浜市、知⽴市、
知多市、東海市、⼤府市、半田市、常滑市、東浦町、
阿久比町、岡崎市、⻄尾市、幸田町、名古屋港管理組合)

・消防署、警察署、医療機関、商⼯会議所、農業協同組合、
漁業協同組合、観光協会、愛知県トラック協会、愛知県バス
協会、愛知県タクシー協会、沿線企業

アンケート
調査

・商⼯会議所会員
・観光協会会員
・愛知県トラック協会会員
・愛知県バス協会会員
・愛知県タクシー協会会員

刈谷ﾊｲｳｪｲｵｱｼｽ



６.地域の意見聴取方法（案） 6-2）アンケート調査項目の考え方
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アンケート調査項⽬ アンケート調査内容

回答者の属性

■居住地（記載 丁目以下不要）
■性別 ■年代（１０代・２０代・３０代・４０代・５０代・６０代・７０代以上）
■職業（会社員、公務員、⾃営業、主婦･主夫、学生、パート･アルバイト、無職、その他）
■普段の⾃動⾞の利用頻度(同乗含む)
（ほぼ毎⽇、週に２〜３回程度、⽉２〜３回程度、ほとんど利用しない、利用したことがない）

道路利用状況

■対象区間を往来する頻度
（ほぼ毎⽇、週に２〜３回程度、⽉２〜３回程度、ほとんど利用しない、利用したことがない）

■対象区間を往来する主な⽬的を1つ
（通勤、通学、家事･買い物、仕事、観光・レジャー、通院、その他）

■上記往来⽬的の主な⽬的地を1つ
（知多･⻄三河南部地域に該当する18市町村、その他）

道路の課題

■名古屋三河道路周辺の道路網の課題
• ⻄三河南部地域から中部国際空港や名古屋港を結ぶ⾃動⾞専用道路が少ないため、移動するときに所要時間の

ばらつきが⼤きいこと。また、知多地域から⻄三河方面への移動も同様の理由で⽀障が生じていること。
• 境川･衣浦港を渡る橋梁が少なく、かつ信号交差点が多いことから、道路が混雑すること。
• 境川･衣浦港周辺には交通が集中するため、交通事故が発生しやすいこと。
• 地震などの災害時に道路が寸断され、救助活動や物資輸送が遅れたり、企業の生産活動が⽌まってしまう恐れがあること。
• その他（⾃由回答）

道路の機能・役割

■名古屋三河道路周辺の道路網に求められる機能・役割
• 目的地まで早く、時間通りに到着できること。
• 交通の流れがスムーズになること。
• 安全に⾛⾏できること。
• 災害時に早く⽀援活動が⾏われたり、企業活動が続けられるようになること。
• その他（⾃由回答）

その他⾃由意⾒ その他、道路に関する⾃由意⾒

【アンケートの調査項目・内容】



６.地域の意見聴取方法（案） 6-3）アンケート票（案）
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【アンケート票（表面）】



６.地域の意見聴取方法（案） 6-3）アンケート票（案）
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【アンケート票（裏面）】



６.地域の意見聴取方法（案） 6-3）アンケート票（案）
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【同封の
チラシ】


